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この本は、Translation Practices Explained (Series Editor: Dorothy Kelly, ISSN 

1470-966X) のシリーズ 8冊目にあたる。会議通訳者をめざす人たちの実践的なガイド

となるように、大学、専門学校、もしくは自習する学生のための本である。 

 著者は AIIC（国際会議通訳者協会）の会員であり、主として欧州連合の機関で仕事

をするフリーランス通訳者である。また Jagiellonian University および欧州議会と協

力して、ポーランドのクラクフで定期的に会議通訳者のためのワークショップを開催

しており、通訳訓練にも豊富な経験を持つ。A 言語が英語、C 言語がフランス語、ド

イツ語、ポーランド語であり、フランスに在住する。 

 本の構成は第 1部、2部、3部に分かれ、次のようになっている。まず第 1部では序

章で逐次通訳の要領をまとめてあり、通訳論の最初の授業などで役立つ。授業で使う

場合のカリキュラムの提案もある。続いて第 1章：スピーチ分析 (Speech Analysis)、

第 2章：アイディアの認識と分割 (Recognizing and Splitting Ideas) 第 3章：ノート

の開始 (The Beginning of Notes)、第 4章：リンク（Links)、第 5章：意味価の垂直性

と階層 (Verticality and Hierarchies of Values)、第 6章：シンボル (Symbols)、第 7

章：記憶想起の促進 (Memory Prompts)、第 8章：何をノートにとるか (What to Note) 

と続く。第 2 部は処理ユニットとしての節 (Clauses) の扱い、省略の規則 (Rules of 

Abbreviation)、動詞 (Verbs) ―特に動詞の時制の処理―など、ノートをとるときのさ

まざまな実践的なアドバイスが満載されている。最後の第 3部では、実際のスピーチ

のテキストを掲載し、あわせてどこからノートテーキング練習用の素材を見つけるこ

とができるか (Where to Find Practice Material) を紹介している。 

 この本は基本的にはすでに逐次通訳になじみのある人を念頭においているが、それ

ほど経験がない人の自習書としても使えるように、段階的にノートテーキングの方法

について説明している。全体的に記述は印欧語を念頭においているが、この本で紹介

されているノートテーキングの方法は今までにさまざまな会議通訳者が実践した智恵

を集めたものを体系的に説明し、著者が通訳教育・訓練にあたった立場から必要な項

目を網羅し、練習を積めるようにしたものである。 
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 序章で示されているノートテーキングについての著者の考えに共感するところが多

い。スピーチとはアイディアのグループを特定の順序で並べたものとした上で、ノー

トとは元発話 (source speech) を通訳者が分析した結果を視覚的に表したものとして

いる。通訳者は口頭で話す能力が問われる仕事であるが、スピーチの構造を理解し、

適切なノートを作成できるようにするためには、まず音声を使わずに母語のテキスト

→外国語のテキストの順番に構造分析をする練習をすべきだと説く。通訳者に必要な

能力である論理的にロジックを追う訓練を積むには、音声聴取の負荷をかけずにテク

スト分析の方法だけをまず身につけるのが有効であるからだ。実践を通じて身につけ

る (learning by doing) という立場から、「聞いたことは忘れがちであるが、見たこと

は記憶に残り、自ら行動したことは理解が深まるものである」という中国のことわざ

を引用しているのにも共感する。 

 ノートテーキングはそれぞれの通訳者が自分で体得するしかない、教えるのがむず

かしいとする意見がある一方で、通訳学習者の中には、通訳能力がつかないのはノー

トテーキング能力が足らないからだ、とノートテーキング能力があたかも万能薬であ

るかのように考えている人もいる。実際には、この本が示しているように、スピーチ

の構成はどうなっているのかを地道に研究することからはじめて、自分が通訳者とし

てたずさわる言語においてどのような構造のスピーチが多いのかを把握し、さらにこ

の本で豊富に例示されているノートの実例および各種記号類を参考にして、自分なり

にやりやすいやり方を工夫しながら練習を重ねるのがよいやり方であろう。著者が勧

めるように、まず音声を使わずにテキストをみてスピーチを分析し、ノートを作って

みることから始めて、次に音声を使って練習するというのはいい方法と思われる。 

ノートテーキングを起点言語、目標言語、あるいは母国語もしくは外国語のどちら

でとるのがいいか、という点もよく議論になるが、この点についての著者の見解はは

っきりしている。自分のやりやすい方法でとればいいが、基本的には母国語である場

合がほとんどであるとしている。この本のアドバイスを入れるとすると、日本語母語

話者の私たちは日本語をベースにした書記法を工夫せねばならないが、ここで著者が

示している各種記号類を参考に、日本語ならではの仮名漢字をうまく取り入れたノー

トテーキングシステムを自分なりに作って行く訓練を、自習あるいは教室で取り入れ

ていくのも有効であると思われる。言うまでもなく、通訳とは内容を理解して意味を

伝えることである。本書は、それを最も効率的に行うためのノートテーキングのシス

テムを、著者自身や他の通訳者の経験に基づいて体系的に提示したものであり、学生

にも、通訳教育・訓練を行う立場の人にもお勧めしたい本である。 
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